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手
間
と
愛
情
を
重
ね
て
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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
に
て
樅
の
木
荘
他
３
施
設
の
指
定

管
理
者
の
決
定
を
可
決
、
こ
れ
ま
で
約
20
年
継
続
し
た
運
営
管

理
者
か
ら
新
た
な
事
業
者
（
原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木
荘
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
共
同
企
業
体
）
に
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
本
定
例
会
（
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
）
で
は
「
原
村
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木
荘
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
可

決
、
宿
泊
お
よ
び
施
設
利
用
料
金
の
変
更
を
可
能
と
し
た
。

　
住
民
に
と
っ
て
憩
い
の
場
所
で
あ
る
樅
の
木
荘
が
今
後
ど
の

よ
う
な
方
向
に
向
か
う
の
か
、
ど
ん
な
将
来
像
を
描
い
て
い
る

の
か
、
６
月
中
旬
に
現
地
を
訪
ね
て
聞
い
て
み
た
。

■

ま
ず
は
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら 

― 

ラ
ン
チ
営
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　
５
月
に
ラ
ン
チ
営
業
を
開
始
、
地
元
の
方
に
も
少

し
ず
つ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、「
美
味
し
か
っ
た

よ
」
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
料
理
は
す

べ
て
厨
房
で
つ
く
っ
て
お
り
、「
既
製
品
を
盛
り
合

わ
せ
る
」
と
い
っ
た
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
厨
房

と
の
仕
切
り
に
ガ
ラ
ス
を
入
れ
て
厨
房
の
音
を
軽
減

す
る
な
ど
、
お
客
様
が
気
持
ち
よ
く
お
食
事
い
た
だ

け
る
よ
う
、
少
し
ず
つ
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
、
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
ラ
ン
チ
に
続
い
て
デ
ィ

ナ
ー
営
業
も
開
始
し
ま
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
朝
か
ら

夜
ま
で
レ
ス
ト
ラ
ン
が
営
業
し
て
い
る
状
態
に
し
た

ランチは魚料理が主体のメニュー
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い
と
考
え
て
い
ま
す
。
喫
茶
が
わ
り
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
く
の
も
い
い
で
す
し
、
お
仲
間
と
集
ま
っ
て

い
た
だ
く
場
所
に
も
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
ラ
ン
チ
は
魚
を
主
体
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
し

て
い
ま
す
が
、
デ
ィ
ナ
ー
は
肉
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
構

成
に
し
て
、
２
世
代
・
３
世
代
の
ご
家
族
に
も
喜
ば

れ
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

村
の
恵
み
を
生
か
し
て 

―
村
の
地
域
性
を
ど
の
よ
う
に
生
か
そ
う

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
す
る
料
理
の
野
菜
は
基
本
的

に
は
村
内
産
の
も
の
を
使
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
お
願
い
で
き
る
農
家
さ
ん
た
ち
を
自
分
た
ち
で

開
拓
し
て
い
る
最
中
で
す
が
、
一
定
の
農
家
さ
ん
に

偏
ら
ず
、
ま
た
作
物
も
幅
広
く
提
供
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
家
庭
菜
園
レ
ベ
ル
の
規
模
で
も
構
い
ま
せ

す
。
木
工
を
さ
れ
て
い
る
方
、
織
物

を
さ
れ
て
い
る
方
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
つ
く
っ
て
い
る
方
な
ど
こ
の

地
の
風
土
の
な
か
で
様
々
な
も
の
づ

く
り
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
が
空
っ
ぽ
な
の
で
、
作
品
・

商
品
を
置
か
せ
て
い
た
だ
け
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
こ
ち
ら
も
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

野　菜
持ち込み・
お土産品
の相談

☎ 74-2311
 担当：三森（みつもり）

フ
ァ
ミ
リ
ー
に 

親
し
ま
れ
る
場
所
へ

―
実
際
に
運
営
管
理
を
始
め
て
感
じ
て 

い
る
課
題
は
。

　
現
在
の
客
室
は
防
音
に
や
や
難
が
あ
っ
て
、
廊
下

の
声
や
隣
室
の
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
防
音
工
事
を
テ

ス
ト
し
て
み
ま
し
た
が
根
本
的
な
改
良
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
は
マ
イ
ナ
ス
要
素
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
と
「
安
心
感
」
に

繋
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
を

お
連
れ
の
家
族
に
と
っ
て
静
か
な
環
境
で
は
泣
く
こ

と
や
騒
ぐ
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
音
や

声
が
聞
こ
え
る
こ
と
に
よ
っ
て「
お
隣
も
一
緒
だ
」と

い
う
安
心
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
客
室
は
と
て
も
広
い
の
で
、
ご
家
族
で
お
泊
り
い
た

だ
く
に
は
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。
村
内
か
ら
離
れ
ら

れ
た
ご
家
族
が
帰
省
さ
れ
た
と
き
に
は「
今
夜
は
家
族

み
ん
な
で
樅
の
木
荘
に
泊
ま
ろ
う
」と
い
う
使
い
方
も

ん
、「
た
く
さ
ん

採
れ
す
ぎ
た
の
で

買
い
取
っ
て
」で

い
い
の
で
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　
併
せ
て
売
店
に

置
か
せ
て
い
た
だ

く
お
土
産
品
に
つ

い
て
も
地
元
の

方
々
の
お
力
を
お

借
り
し
た
い
で

　昭和40年代後半、それまで米作や養蚕を
中心として農業で成り立っていた村は徐々に
産業構造の変化を求められていく。払沢区の
標高1250mあたりの地帯を「八ヶ岳中央高
原」とし、観光分野への展開を図った村はこ
こに樅の木荘の運営を始めた。
　当初は村の直営だった樅の木荘は、多様化
するニーズに合わせて運営管理を指定管理者
に委ねることとする。老朽化する施設の見直
し検討も始まり、本館の耐震と新棟の増築を
行い、令和元年にリニューアルオープンした。

1974年
（昭和49年）

12月20日完成、村直営施設として営業を
開始する。

1999年
（平成11年）

樅の木荘企業会計（村の直営）を廃止、
原村振興公社に運営を委託する。

2001年
（平成13年）

東京魚国（後のレパスト）と原村で有限会
社樅の木を設立、原村振興公社から運営を
移管する。

2016年
（平成28年）

有限会社樅の木を解散、株式会社レパスト
が指定管理者となる。

2019年
（令和元年） 建物を全面改修し、リニューアルオープン。



声
の
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用
利
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し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　
建
物
外
の
敷
地
で
は
自

然
を
生
か
し
な
が
ら
、

樹
々
の
間
に
ハ
ン
モ
ッ
ク

や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
を
設
置

し
て
い
ま
す
。「
お
父
さ

ん
と
お
子
さ
ん
が
遊
ん
で

■

地
域
と
と
も
に
未
来
へ 

―
ど
ん
な
将
来
像
を
描
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
。

　
運
営
管
理
者
と
な
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
考
え
た
の

は
雇
用
の
創
出
と
人
の
交
流
で
す
。
地
元
の
方
々
に

働
い
て
い
た
だ
き
き
ち
ん
と
賃
金
を
お
支
払
い
す

る
、
そ
の
た
め
に
は
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
原
材
料
や
光
熱
費
が
高
騰
す
る
中
、
宿
泊

や
食
事
の
料
金
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
価
格
と
い
う

訳
に
は
い
か
ず
、
今
定
例
会
で
条
例
の
改
正
を
承

認
・
可
決
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
人
材
に
つ
い
て
地
元
採
用
は
も
と
よ
り
外
部
か
ら

村
に
移
り
住
む
ケ
ー
ス
も
積
極
的
に
採
り
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
外
か
ら
移
住
し
て
こ
の
地
で
働

く
人
が
増
え
る
こ
と
で
村
の
将
来
に
つ
な
が
れ
ば
と

い
う
期
待
も
あ
り
ま
す
。

力
し
て
朝
市
の
よ
う
な
企
画
も
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
み
な
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た

だ
か
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　
我
々
は
地
元
の
み
な
さ
ん
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ

け
る
場
所
に
な
る
よ
う
工
夫
・
努
力
し
な
が
ら
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
お
力
も
い
た
だ
い
て
、
こ
こ
が

「
憩
い
の
場
所
」に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
現
在「
多
目
的
棟
」と

し
て
い
る
建
物
を
中
心

に
、
一
帯
を
道
の
駅
の

よ
う
に
展
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
地
元

の
方
々
の
農
産
物
や
お

土
産
が
並
ぶ
場
所
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。
周

辺
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
販
売
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
た
り
、
地
元
と
協

株式会社 al dente
ホテル ＆ レストラン事業本部

�統括部長　三森 義明さん

原村レストハウス樅の木荘
マネジメント共同企業体

　 株 式 会 社 al dente と 株 式 会 社 FOOD 
ARCHITECT LAB の共同企業体。株式会社
al denteは都内で飲食店経営を行いながら自
治体サービス向け補助金獲得やふるさと納税
の開発なども行っており、樅の木荘運営管理
の主体となる。株式会社FOOD ARCHITECT 
LABはたつのパークホテルを運営しており、
宿泊施設の運営管理および地域における実績
からサポートにあたる。

アジフライを頂きましたが、ボリュー
ムもあり小鉢も美味しく、上品なイ
メージになりましたね。ランチです
から地元の人や作業をしている人を
取り込むのであれば、コストを下げ
てリーズナブルな値段にすればもう
少しお客さんが増えるのかな。まだ
模索中との事ですが、頑張ってほし
いと思います。� （60代　男性）

 私は、前回油淋鶏、今回はイサキの
酒粕漬けでした。どちらも美味しく
頂きました。 味も見た目も丁寧です。 
まだプレメニューとの事、今後が楽
しみです。 また、夜の時間帯もあると
か？原村に来られたお客様にご案内
できたら嬉しいです。� （50代　女性）

取材当日ランチに来られていた住民の皆さん

シェフが食材の説明をして
くれたのがよかった

レストランのインテリアが�
おしゃれになった

スタッフが若くなって�
雰囲気が変わった

原村産の生野菜が1皿
プラスされるといいのでは

原
村
産
野
菜
の
サ
ラ
ダ
バ
ー

が
あ
っ
た
ら
い
い
な

い
る
間
に
お
母
さ

ん
は
お
土
産
を
観

て
…
」と
い
っ
た

環
境
が
で
き
た
ら

い
い
で
す
ね
。



６月定例会

定
例
会

の
概

要

　本年度より新たな指定管理者
による運営がスタートした。今
までは指定管理者から納付金と
して売り上げの５％を受け取る
形態での運営だったが、新たに
年間800万円を指定管理料とし
て村から支払うことで魅力ある
施設として運営してもらい、黒
字化された場合は村に還元する
ともしている。
　今回の条例改正は、あらかじ
め宿泊料金及び施設利用料金の
上限を余裕を持って引き上げて
おくもの。今後、食事のアップ
グレードや体験プログラムの作
成等によりランクアップした宿
泊プランの作成をし、インバウ
ンドの受け入れや付随する補助
金受給を視野に入れる。なお、
利用料金の設定には、あらかじ
め村長の承認が必要になる。

樅の木荘条例の一部を改正

安価な宿泊プランはもう行わないか。

新館はハイグレード、本館は企業研修などを
想定したいと聞いている。

金額が上がると住民が利用しづらくなる。減
免措置の検討は。
指定管理に任せているので、基本的には減免
はしない。住民向けのプランを考えていくと
聞いている。

Q
A

Q

A

から議審

宿泊・施設利用料金（上限額）
内容 改正前 改正後

宿泊

本館（６～８畳） 8,200円 50,000円

新館（10畳） 14,000円 100,000円

新館特別室（14畳） 17,000円 100,000円

グランピング 17,000円 50,000円

RVパーク
（１区画）

電源有 2,500円 10,000円

電源無 1,500円 5,000円

グラウンド

１日 10,000円 25,000円

午前 5,000円 10,000円

午後 6,000円 15,000円

※一部抜粋

5

　
令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月

30
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
26
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。
原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
樅
の
木
荘
条
例
の
一
部
改
正
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
の
新
設
、

国
民
健
康
保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
一
体
化
に
向
け
た
補
正
予
算
な

ど
、
村
長
提
出
議
案
12
件
、
委
員
会
・

議
員
提
出
議
案
６
件
、
請
願
・
陳
情
４

件
を
可
決
し
た
。

　

最
終
日
の
６
月
25
日
に
は
、「
国
民

の
安
全
に
重
大
な
影
響
が
発
生
す
る
事

態
に
個
別
法
に
規
定
が
な
く
て
も
国
が

自
治
体
に
指
示
が
で
き
る
」
と
し
た
地

方
自
治
法
一
部
改
正
に
対
し
、
地
方
自

治
の
本
旨
に
反
し
安
易
に
行
使
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、「
国
に
よ
る
補
充

的
な
指
示
の
慎
重
な
運
用
を
求
め
る
意

見
書
」
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　　　平成30年の大規模改修に続き令和８年にはもみ
の湯の全面改修など、多大な費用が掛かっている施設
だ。反対討論からは、「執行部への白紙委任であり、
表決する議員は宿泊料がいったい幾らになるかも分か
らない。そんな無責任な案を認める訳にはいかない。」
という意見があった。指定管理者が変わったことで大
きく変化が見られるが、住民が利用しやすく楽しめる
施設となるようしっかりと目を配っていきたい。

点視



から議審

　昨年４月に「はらっぱ」が開所となったが、道
路横断の安全対策がとられておらず、不安の声が
広がっていた。これまでは横断旗の設置やグリー
ンベルトを敷いて対応していた。
　この「はらっぱ」前交差点への横断歩道設置に
向けた、設置条件のひとつである待機場所のため
の土地購入費（20万円）と整備費用（190万円）。
私有地の一部を用地買収し、道路の拡幅工事や車
止めポールの設置を行う。横断歩道の設置は秋頃
を想定。

「はらっぱ」前面道路の横断歩道設置へ� 210万円

歩道の設置ではなく道路拡幅なの
で、待機場所に車が侵入する不安
があるが。
横断歩道南側にポールを設置する
が、必要に応じて樹脂ポールを設
置するなど対処する。

Q

A

　新型コロナワクチン接種は、令和６年秋より65歳以上の
人は季節性インフルエンザと同様に定期接種となる。医療
機関で接種を受けてもらうための費用2,072万円（うち国
の補助金1,411万円）。定期接種は基本自己負担が発生する。
自己負担額は現時点では未定。
※60～64歳の重症化リスクの高い人も対象。
※�定期接種期間外や対象者以外で接種を希望する場合は任

意接種となり、全額自己負担となる。

新型コロナウイルス予防接種事業� 2,072 万円

　原村ふるさと納税寄附金等「子育て教育施設応援分」補助金要綱制定に併せて、これまで単年度でしか実
施できなかった企業版ふるさと納税を活用した事業を、翌年度以降も実施できるよう基金へ積み立てるもの。

原村企業版ふるさと納税基金条例�

設置の理由は。

今まで寄附を受けた年度の新規
事業に充当し、実施していた。年
度末に寄附があると事業を検討
する時間が限られていたが、基金
に積み立てることで次年度に事業
の実施ができるようになる。

Q
A

子育て教育施設応援分補助金とは
　寄附者が学校等を指定して寄附した場合、寄附金額の95％を
学校等へ補助。５％を子育て・教育関連事業に充当できる。
該当となる寄附  　�ふるさと寄附金（ふるさと納税）、企業版ふる

さと納税
対象となる学校等  　�村立の保育園、私立の保育園、私立の幼稚園、

村立の小学校、村立の中学校、専修学校

　　　「はらっぱ」開設時からの懸念であった横断歩道の設置
が、開所から１年半でようやく実現となる。私有地を提供して
いただける住民をはじめ、多くの方々の協力に感謝したい。
　しかし交差点には見通しが悪い部分もあり、横断歩道があれ
ば絶対安全とはいえない。「はらっぱ」前の道路は制限速度30
キロである。引き続き安全運転と子どもたちの見守りへの協力
をお願いしたい。

点視
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６月定例会

〇 賛成、× 反対、△ 趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

芳
澤
清
人

半
田　
裕

平
出
敏
廣

森
山
岩
光

村
田
俊
広

小
松
志
穂

宮
坂
早
苗

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

中
村
浩
平

《村長提出》

議案第31号 原村レストハウス樅の木荘条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第33号 令和６年度原村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 令和６年度原村一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

《委員会・議員提出》

発議第１号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県
並みの水準に戻すこと」を求める意見書案の提出
� 提出者　議員　村田俊広

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

《請願・陳情》

陳情第５号
「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県
並みの水準に戻すこと」を長野県知事に求める陳情書
� 提出者　長野県教職員組合諏訪支部　代表者　鈴木達也

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

賛否が分かれた議案等� ６月定例会
　審議結果

令和６年度国民健康保険事業勘定
特別会計補正予算（第１号）

　国のマイナンバーカードと健康保険証の原則一体化
の方針に基づく、システム改修費など154万円。一体化
しない方の資格確認書発行のシステム改修も含まれる。

Q	マイナンバーカードの取得率と紐づけ率は。
A	�発行累計数は、人口比73％。紐づけ数は、国民健

康保険の被保険者数2,147人に対し59％（４月時点）。
Q	紙の保険証は発行され、期限内は利用できるのか。
A	�８月１日から保険証が手元に届き、来年７月末の

有効期限まで使用可能。令和６年12月２日以降は
保険証の発行ができなくなり、マイナ保険証を
持っていない方には、資格確認書が申請なしで発
行される。

反対討論

・�（村田）紐づけミスや個人情報の漏洩が指摘され
ている。今の状況では、無保険状態におかれて、
10割負担の方が増加する危険を感じる。
賛成討論

・�（宮坂）マイナンバーカードに紐づけされていな
い方の資格確認書発行のためのシステム改修も
含まれる。発行できないことで困る方がいる。

令和６年度原村一般会計補正予算
（第４号）

　地方創生臨時交付金１億5,899万円による定額減
税補足給付金と住民税非課税世帯に対する物価高騰
対応重点支援給付金と新たに設置する部活動地域移
行協議会委員報償の増額補正。

Q	部活動地域移行、協議会メンバーは。
A	�スポーツ関係、文化団体、保護者・学校、村職員

から15名以内。任期は、令和８年３月31日。
Q	�外部機関に対して要綱は作成できない。設置には

条例が必要であるが。
A	�条例で制定しているのは、170団体中６団体。�  

多くの団体は要綱で制定している。

反対討論

・�（中村）審議会や調査会等の設置には条例が必
須。なのに今回も脱落している。私は一議員と
して地方自治法に違反する行為を認める訳には
いかない。

条例と要綱
条例とは…
　�地方公共団体が、法律の範囲内で定める自主法。制

定・改廃は、議会の議決が必要。
要綱とは…
　�内部事務等を処理する上で統一的な処理を行うため

の行政機関の内規。法律や政令、条例や規則とは異
なり「法」ではないため、法的な拘束力はない。
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一 般 質 問

芳よ
し

澤ざ
わ 

清き
よ

人と

議
員

１
．教
員
の
働
き
方
改
革

２
．中
間
教
室

３
．幼
保
小
中
の
一
貫
教
育

４
．通
学
路

平ひ
ら

出い
で 

敏と
し

廣ひ
ろ

議
員

１
．南
部
地
域
を
ど
う
考
え
る（
や
つ
が
ね
、
判
之
木
、
南
原
）

２
．本
村
の
農
業
を
ど
う
考
え
る

３
．緑
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
オ
ー
ガ
ニッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

４
．水
道
事
業
の
委
託
及
び
広
域
化

中な
か
村む
ら 

浩こ
う
平へ
い

議
員

１
．日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
へ
の
加
盟
は
何
の
た
め

２
．県
が
作
り
村
に
移
管
さ
れ
た
畑
か
ん
施
設
の
改
修
等

３
．職
員
の
名
札
の
「
名
」
を
隠
す
意
図
は

森も
り
山や
ま 

岩い
わ
光み
つ

議
員

１
．ほ
場
整
備
施
設
の
一
体
的
改
善
整
備
の
考
え
は�

（
令
和
３
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
に
て
）
の
再
質
問

２
．農
地
利
用（
地
域
計
画
）の
将
来
構
想

３
．村
の
財
産
は
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

村む
ら
田た 

俊と
し
広ひ
ろ

議
員

１
．倒
木

２
．住
民
の
移
動
手
段
の
確
保

３
．遺
跡
出
土
品
の
展
示

４
．子
育
て
支
援
の
計
画
に
も
と
づ
い
た
施
策

百も
も
瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．各
区
へ
の
交
付
金
、
補
助
金
の
見
直
し

２
．災
害
時
避
難
所
（
一
次
避
難
所
）
の
増
加

３
．観
光
施
設
の
跡
地
利
用

４
．エ
コ
ー
ラ
イ
ン
路
肩
の
植
栽
木

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．総
合
計
画
の
策
定
と
合
わ
せ
て
、
村
と
住
民
が
と
も
に

課
題
解
決
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

２
．持
続
可
能
な
地
域
の
防
災
力
を
確
保
す
る
た
め
の
基
盤

づ
く
り
を

３
．災
害
時
に
お
け
る
消
防
団
活
動
の
体
制
作
り
を

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．自
治
組
織
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
の
村
の
取
組
み
は

２
．こ
れ
か
ら
の
中
央
公
民
館
の
在
り
方

宮み
や

坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．森
林
の
活
用
と
水
源
涵
養
機
能
保
全
に
つ
い
て
、
部
局

横
断
的
な
連
携
と
協
議
を

２
．空
家
法
改
正
に
よ
る「
管
理
不
全
空
き
家
等
」へ
の
対
策
は

３
．多
様
な
分
野
で
定
住
自
立
圏
の
連
携
を
強
化
す
る
考
え
は

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．地
区
の
避
難
所

２
．社
会
福
祉
協
議
会
と
の
関
係

３
．村
内
の
土
地
利
用

４
．Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き 

２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

６月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
６
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

議会会議録
検索

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

芳澤 清人 議員

問　
小
中
教
員
の
勤
務
時

間
は
文
科
省
調
査
で
増
加

傾
向
に
あ
り
長
時
間
化
し

て
い
る
と
い
う
。
小
中
学

校
教
員
の
勤
務
実
態
は
。

教
育
長　
昨
年
度
、
県
の

平
均
よ
り
や
や
長
い
結
果

を
得
た
。
小
学
校
よ
り
中

学
校
に
長
い
傾
向
が
あ
る
。

長
時
間
勤
務
に
つ
い
て
今

後
実
態
を
把
握
し
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
長
時
間
勤
務
に
対
し

て
の
対
策
は
。

教
育
長　
長
時
間
勤
務
の

縮
減
に
向
け
た
業
務
改
善

方
針
を
示
し
て
お
り
５
％

以
上
の
縮
減
を
目
指
し
て

い
る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や

シ
ー
フ
ォ
ー
ス
と
い
う
勤

怠
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
勤

務
時
間
を
把
握
し
業
務
の

効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

問　
部
活
動
移
行
に
対
す

問　
「
広
報
は
ら
」３
、
４

月
号
に
一
貫
教
育
の
取
組

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
が

具
体
的
な
方
策
が
見
え
て

な
か
っ
た
こ
れ
を
ど
う
捉

え
る
か
。

教
育
長　
系
統
立
っ
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
関
わ
り
に

つ
い
て
十
分
で
は
な
か
っ

た
。
教
科
指
導
の
連
携
や

小
学
校
の
生
活
科
、
中
学

校
の
総
合
学
習
の
原
村
学

は
学
校
の
誇
れ
る
特
色
で

あ
る
。
ま
た
中
学
生
の
保

育
園
児
と
の
交
流
は
大
き

な
価
値
あ
る
も
の
で
あ
り

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
外
へ
発
信
し
て
い
く
。

小中教員

一貫教育

■問
長
時
間
勤
務
の
対
策
は

■答
５
％
以
上
の
縮
減
を
目
標

■問具体的な情報を伝えて
■答取組を外へ発信していく

る
体
制
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
研
修
が
必
要
で
は
。

村
長　
働
き
方
改
革
に
お

い
て
地
域
移
行
は
有
効
的
。

地
域
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
研

修
や
視
察
を
積
極
的
に
実

施
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

平出 敏廣 議員

問　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
２
０
３
４
年
以
降
の
開

通
や
、
中
部
横
断
自
動
車

道
の
全
線
開
通
が
見
込
ま

れ
て
い
る
高
速
交
通
時
代

に
合
わ
せ
た
、
諏
訪
南
Ｉ

Ｃ
周
辺
域
（
や
つ
が
ね
、

判
之
木
、
南
原
）
か
ら
本

村
に
か
け
て
の
地
域
計
画

を
ど
う
考
え
る
か
。

村
長　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
が
開
通
し
た
場
合
、
山

梨
県
駅
か
ら
当
村
へ
高
速

道
を
利
用
し
直
接
結
び
つ

け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
短

時
間
で
、
首
都
圏
と
の
ア

ク
セ
ス
が
出
来
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
観
光
面
や
、
通

勤
圏
に
な
り
得
る
こ
と
か

ら
、
人
口
維
持
、
人
口
増

加
対
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
特
に
判
之
木
、

南
原
地
区
の
エ
リ
ア
は
、

諏
訪
南
Ｉ
Ｃ
か
ら
近
い
た

め
、
移
住
、
二
拠
点
生
活

に
適
し
た
エ
リ
ア
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
下
水
道
等

問　
セ
ル
リ
ー
の
病
害
に

亜
リ
ン
酸
を
使
用
す
る
そ

の
効
果
と
、
国
に
求
め
て

い
る
新
し
い
薬
品
に
つ
い

て
内
容
詳
細
の
確
認
は
。

農
林
課
長　
セ
ル
リ
ー
疫

病
は
「
フ
ァ
イ
ト
フ
ト
ラ

属
菌
」
カ
ビ
の
一
種
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
亜
リ
ン
酸
は
県
野
菜
花

き
試
験
場
で
発
病
を
抑
制

す
る
効
果
が
あ
り
疫
病
に

負
け
な
い
強
い
株
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
使
用
。

　
早
け
れ
ば
秋
に
登
録
予

定
の
農
薬
は
セ
ル
リ
ー
に

使
用
登
録
の
な
い
農
薬
で

あ
り
答
弁
は
控
え
る
。

地域計画

農業対策

■問
諏
訪
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
域
計
画

■答
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
検
討

■問農業対策関係機関と検討を
■答県や農協と連携して輪作へ

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
実
現

性
の
調
査
や
、
地
域
住
民
、

不
動
産
事
業
者
等
の
意
見

も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
そ

の
地
域
の
開
発
イ
メ
ー
ジ

と
な
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
作
成
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。
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一 般 質 問

森山 岩光 議員

問　
村
内
11
地
区
９
７
７

ha
の
ほ
場
が
整
備
さ
れ
30

年
程
が
経
過
し
た
。
こ
の

間
、
災
害
、
凍
み
等
で
水

路
・
道
路
・
側
溝
が
破
損
、

加
え
て
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
。
部
分
的
・
応
急

的
な
改
修
で
な
く
、
事
業

化
し
一
体
的
な
改
善
整
備

を
実
施
す
べ
き
。
答
弁
で

は
「
事
業
化
し
一
体
的
に

進
め
る
」
だ
っ
た
。
再
質

問
（
令
和
３
年
12
月
定
例

会
で
の
一
般
質
問
）

村
長　
今
年
度
、
中
山
間

地
域
農
業
農
村
総
合
整
備

事
業
の
採
択
に
向
け
て
進

め
て
い
る
。

農
林
課
長　
採
択
を
受
け

れ
ば
令
和
７
年
度
に
実
施

設
計
、
８
年
度
か
ら
事
業

実
施
と
な
る
。

問　
新
た
な
エ
リ
ア
へ
の

畑
潅
設
置
、
及
び
小
規
模

ほ
場
整
備
と
セ
ッ
ト
で
の

問　
遊
休
荒
廃
農
地
化
・

セ
ン
チ
ュ
ウ
・
疫
病
・
農

地
賃
貸
借
・
輪
作
栽
培
導

入
・
農
地
の
宅
地
化
な
ど

農
地
を
取
り
巻
く
環
境
は

複
雑
、
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
捉
え
農
地
利

用
の
将
来
構
想
（
地
域
計

画
）
を
ど
う
描
い
て
い
る

か
。

農
業
委
員
会
長　
10
年
後

の
目
標
地
図
（
誰
が
、
ど

こ
で
耕
作
）
の
素
案
を
作

成
、
整
理
し
て
耕
作
放
棄

地
化
せ
ず
、
優
良
農
地
確

保
に
向
け
推
進
し
て
行
く
。

ほ場施設

農　地

■問
施
設
の
一
体
的
改
善
整
備
は

■答
令
和
８
年
度
か
ら
実
施
予
定

■問農地利用の将来構想は
■答利用の最適化を目指す

畑
か
ん
新
設
は
可
能
か
。

農
林
課
長　
畑
潅
組
合
か

ら
要
請
が
あ
れ
ば
事
業
に

取
り
込
み
、
大
規
模
な
改

修
と
な
れ
ば
県
事
業
を

使
っ
て
進
め
て
行
く
。

中村 浩平 議員

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
で

最
も
美
し
い
村
連
合
に
会

費
を
納
め
続
け
て
い
る
が

総
額
は
、
本
村
に
何
か
し

て
く
れ
た
実
績
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
９
年
間

に
約
６
０
０
万
を
支
払
っ

て
き
た
。
連
合
が
能
動
的

に
自
治
体
に
対
し
、
何
か

し
て
く
れ
る
こ
と
を
求
め

て
は
い
な
い
。

問　
加
盟
の
目
的
は
、
ど

う
な
っ
た
ら
目
的
達
成
と

な
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
村
内
を

美
し
く
し
た
い
。
一
丸
と

な
り
、
住
民
一
人
一
人
が

美
し
い
地
域
を
作
り
上
げ

た
と
き
目
的
達
成
と
な
る
。

問　
「
環
境
美
化
を
推
進

す
る
村
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
関
係
す
る
事
務

を
積
極
的
に
行
え
ば
、
何

も
高
額
な
会
費
を
納
め
続

問　
住
民
に
「
名
前
」
と

「
顔
」
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
初
め
て
信
頼
関

係
が
構
築
さ
れ
る
。
教
員

や
保
育
士
も
同
様
で
あ
る
。

な
ぜ
「
名（
な
）」
を
隠
す

の
か
。
職
員
に
対
す
る
正

当
な
批
判
も
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
為
に
は
必
要

な
こ
と
で
あ
る
が
。

総
務
課
長　
職
員
の
実
名

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
さ
れ
た
事
例
が
発
生

し
た
。
執
行
部
と
し
て
は

所
属
部
署
と「
氏（
う
じ
）」

が
あ
れ
ば
認
識
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

負担金

職員服務

■問
い
つ
ま
で
会
費
を
払
う
の
か

■答
ま
だ
継
続
し
て
支
払
い
た
い

■問名札の名を隠す意図は
■答公務をやり易くする為

け
な
く
て
も
地
域
を
良
く

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

も
う
退
会
し
て
も
よ
い
の

で
は
と
の
声
も
聞
く
が
。

商
工
観
光
課
長　
成
果
も

見
え
、
今
後
も
継
続
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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一 般 質 問

百瀨 嘉德 議員

問　
汐
や
道
路
等
の
区
で

行
う
管
理
作
業
（
出
払
い

作
業
等
）
は
、
環
境
保
全

や
公
共
性
が
あ
る
、
村
で

援
助
し
た
ら
ど
う
か
。

村
長　
地
域
の
美
観
や
安

全
確
保
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ

の
区
や
自
治
会
で
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
原
材

料
の
供
給
に
関
し
て
は
村

の
補
助
制
度
が
あ
る
。

問　
出
払
い
は
区
で
の
重

要
な
作
業
で
す
。
近
年
人

口
減
少
と
高
齢
化
等
で
作

業
参
加
者
の
減
少
で
、
大

き
な
重
荷
に
な
っ
て
い
る
と

聞
く
。
対
策
と
し
て
村
で

何
か
援
助
は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長　
村
で
は
区
の

作
業
等
に
関
し
て
高
齢
化
、

人
口
減
少
に
関
し
て
は
、

具
体
的
取
り
組
み
は
現
在

行
っ
て
い
な
い
。

問　
他
市
町
で
は
、
出
払

い
援
助
隊
を
作
っ
て
援
助

問　
樅
の
木
荘
で
阿
久
川

南
に
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
利
用
は
ど
う
す
る
か
。

商
工
観
光
課
長　
現
在
12

面
あ
り
、
使
用
は
社
会
体

育
で
管
理
の
２
面
の
み
指

定
管
理
分
２
面
も
あ
る
。

村
管
理
８
面
は
荒
れ
て
テ

ニ
ス
は
出
来
な
い
状
況
で

あ
る
。

問　
テ
ニ
ス
使
用
分
を
残

し
て
、
居
住
地
な
ど
他
の

使
用
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
公

共
財
産
の
使
い
方
を
検
討

し
て
行
く
。

区へ補助

村有地

■問
出
払
い
作
業
に
援
助
を

■答
区
長
会
等
に
諮
り
た
い

■問観光施設の跡地利用は
■答現在検討中

を
し
て
居
る
所
も
あ
る
と

い
う
。
人
の
援
助
が
難
し

け
れ
ば
金
銭
援
助
も
あ
る

が
。

総
務
課
長　
今
後
区
長
懇

談
会
の
中
で
意
見
を
聴
い

て
行
き
た
い
。

問　
の
ら
ざ
あ
だ
け
で
は

住
民
の
生
活
を
カ
バ
ー
し

き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
地
域
に

お
け
る
移
動
手
段
の
確
保

と
し
て
、
ま
ず
は
公
共
交

通
機
関
の
充
実
を
基
本
と

し
て
、
そ
れ
を
保
管
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
の

助
け
あ
い
、
こ
の
よ
う
な

部
分
を
行
政
と
し
て
支
え

て
い
く
こ
と
が
、
今
後
重

要
な
部
分
と
考
え
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長　
地
域
公

共
交
通
会
議
等
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
が
必
須
。
支
援
・
補
助

を
厚
く
し
た
方
が
よ
い
。

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
車

両
保
険
へ
の
補
助
は
20
万

円
程
度
で
実
現
可
能
。
介

護
予
防
の
た
め
に
も
、
村

全
体
の
問
題
と
し
て
考
え

問　
阿
久
遺
跡
は
、
縄
文

の
先
進
地
だ
っ
た
。
貴
重

な
観
光
資
源
と
し
て
、
十

分
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
一
万
年
の
平
和
な

生
活
を
小
中
学
生
に
大
い

に
学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

整
理
室
や
収
蔵
庫
の
展
示

機
能
を
強
化
す
べ
き
。

生
涯
学
習
課
長　
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
に
支
障
が
な
い

よ
う
対
応
す
る
。
村
民

ホ
ー
ル
の
展
示
を
役
場
ロ

ビ
ー
に
移
動
し
た
。
広
報

の
特
集
に
あ
わ
せ
て
展
示

替
え
を
す
る
。
周
知
し
て

い
き
た
い
。

公共交通

遺跡整備

■問
き
め
細
か
い
対
応
を

■答
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携

■問出土品の展示の工夫を
■答役場ロビーの展示周知する

て
も
ら
い
た
い
。

総
務
課
長　
岡
谷
市
、
諏

訪
市
で
は
制
度
は
あ
る
よ

う
だ
。
団
体
の
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
有
効
な
形
を

考
え
て
い
き
た
い
。

村田 俊広 議員
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一 般 質 問

半田 裕 議員 防　災

問　
消
防
団
員
定
数
２
０

０
人
に
対
し
現
在
の
団
員

数
は
。
ま
た
、
訓
練
や
有

事
の
際
の
出
席
率
は
。

消
防
室
長　
団
員
数
は
１

４
５
名
。
出
席
率
は
訓
練

が
６
割
、
出
動
が
５
割
。

問　
各
地
区
の
人
口
に
合

わ
せ
た
分
団
ご
と
の
目
標

数
を
定
め
て
は
。
ま
た
、

よ
り
効
率
的
な
訓
練
の
実

施
と
各
団
員
が
同
等
の
技

術
を
習
得
で
き
る
よ
う
、

団
と
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
を
し
て
は
。

消
防
室
長　
ど
ち
ら
の
検

討
も
必
要
と
考
え
る
た
め
、

正
副
分
団
長
会
議
で
協
議

す
る
。

問　
有
事
の
際
に
は
Ｏ
Ｂ

の
方
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
団
員
定
数

確
保
の
た
め
に
も
Ｏ
Ｂ
団

員
の
導
入
を
。

問　
地
域
防
災
計
画
で
は

避
難
誘
導
や
救
助
活
動
等
、

消
防
団
の
役
割
が
多
く
定

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
訓
練
は
行
わ
れ
て
い

な
い
。
特
に
救
急
法
は
全

員
が
受
講
す
べ
き
。
団
員

に
対
し
て
火
災
以
外
の
災

害
に
対
す
る
訓
練
実
施
を
。

消
防
室
長　
応
急
手
当
の

訓
練
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
に
対
応
し
た
訓
練

の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

消　防

■問
機
能
別
Ｏ
Ｂ
団
員
の
導
入
を

■答
有
用
と
考
え
る
の
で
検
討

■問消防団へ震災対応訓練を
■答防災訓練の中で実施

消
防
室
長　
役
割
や
活
動

範
囲
の
違
い
等
課
題
は
あ

る
が
検
討
し
て
い
く
。
近

隣
の
方
に
協
力
い
た
だ
い

た
際
の
怪
我
等
に
関
し
て

は
公
務
災
害
の
保
障
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

小松 志穂 議員 中央公民館

問　
区
・
自
治
会
加
入
に

対
す
る
村
の
姿
勢
は
。
現

在
の
加
入
の
お
願
い
等
の

対
応
は
十
分
と
考
え
る
か
。

総
務
課
長　
災
害
時
の
共

助
の
観
点
か
ら
も
入
区
が

大
変
重
要
。
対
応
は
改
善

の
余
地
が
あ
り
検
討
す
る
。

問　
区
・
自
治
会
が
持
続

可
能
で
あ
る
た
め
の
負
担

軽
減
策
が
必
要
で
は
。

総
務
課
長　
よ
り
良
い
対

応
の
議
論
検
討
を
進
め
る
。

問　
災
害
時
の
区
・
自
治

会
未
加
入
者
の
安
否
確
認

は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
課
長　
未
加
入
者
に

つ
い
て
は
災
害
発
生
初
期

の
安
否
確
認
や
支
援
の
遅

れ
が
懸
念
さ
れ
、
入
区
の

お
願
い
と
備
え
が
重
要
。

問　
未
加
入
者
に
も
防
災

訓
練
へ
の
参
加
呼
び
か
け

問　
中
央
公
民
館
が
も
っ

と
使
い
や
す
く
な
っ
て
欲

し
い
と
の
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
も
、
社
会

教
育
法
の
適
応
を
除
外
し

た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
」
化
を
検
討
し
て
は
。

生
涯
学
習
課
長　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
よ

り
住
民
に
と
っ
て
よ
り
魅

力
的
で
便
利
な
施
設
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

区・自治会

■問
持
続
可
能
の
た
め
の
取
組
を

■答
よ
り
良
い
対
応
を
検
討
す
る

■問コミュニティセンター化を
■答住民に魅力的なため検討

や
避
難
所
の
周
知
を
。

総
務
課
長　
重
要
な
た
め
、

防
災
訓
練
や
最
寄
り
の
避

難
所
情
報
な
ど
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
の
情

報
発
信
を
強
化
す
る
。

一般質問の説明
資料はこちらから

補足資料は
こちらから
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 ＤＭＯ

問　
リ
ビ
ン
グ
ゾ
ー
ン
に

宅
地
開
発
が
進
ま
な
い
理

由
の
一
つ
に
農
地
が
青
地

で
宅
地
に
出
来
な
い
事
が

あ
る
。
以
前
の
農
業
振
興

地
域
計
画
全
体
改
正
か
ら

26
年
経
っ
て
い
る
。
農
振

法
で
は
５
年
ご
と
の
見
直

し
を
求
め
て
い
る
。
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長　
見
直
し
の
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
総

合
計
画
と
連
携
し
て
調
整

し
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
南
部
地
区
に
は
開
発

を
始
め
る
と
し
た
が
、
他

の
地
区
に
も
同
様
の
問
題

は
あ
る
。
保
健
休
養
地
の

人
口
集
中
を
改
善
す
る
た

め
に
も
農
振
計
画
を
改
正

し
、
広
い
視
野
で
土
地
利

用
を
考
え
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長　
南
部
地

区
に
は
下
水
道
整
備
の
課

題
が
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う

問　
設
立
委
員
会
が
行
わ

れ
て
い
る
が
具
体
的
な
内

容
は
。

村
長　
設
立
時
期
は
最
短

で
９
月
、
も
し
く
は
２
月

な
ど
３
つ
ぐ
ら
い
の
パ

タ
ー
ン
を
想
定
。
Ｄ
Ｍ
Ｃ
、

民
間
任
意
団
体
な
ど
組
織

形
態
も
検
討
中
。

問　
村
の
立
ち
位
置
は
。

村
長　
組
織
形
態
で
村
の

立
ち
位
置
は
変
わ
る
。
観

光
連
盟
は
解
散
か
も
し
れ

な
い
が
事
業
は
継
続
し
、

む
し
ろ
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
す
る
と
捉
え
て
ほ
し
い
。

宅地開発

■問
保
健
休
養
地
の
人
口
集
中
は

■答
農
振
計
画
を
改
正
す
る

■問村の観光はどうなるか
■答早ければ９月に設立

な
住
宅
が
増
え
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
保
健
休
養
地

に
は
住
宅
を
増
や
す
よ
う

な
施
策
は
考
え
て
い
な
い

の
で
大
き
く
増
え
な
い
と

考
え
て
い
る
。

宮坂 早苗 議員 空き家

問　
森
林
の
活
用
と
水
源

涵
養
機
能
保
全
に
つ
い
て
、

水
源
涵
養
に
は
、
健
全
な

森
林
環
境
が
必
要
。
環
境

保
全
条
例
は
、
主
に
開
発

の
制
限
に
な
り
、
水
源
涵

養
は
な
い
。
部
局
横
断
的

な
協
議
を
行
う
時
期
で
は
。

建
設
水
道
課
長　
保
健
休

養
地
は
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
開
発
行
為
の
申
請
が

あ
っ
た
時
、
庁
内
各
課
で

確
認
、
一
定
規
模
の
開
発

は
、
環
境
保
全
条
例
に
基

づ
き
、
審
議
会
で
意
見
を

聞
い
て
い
る
。
森
林
と
水

資
源
の
関
係
は
明
ら
か
で

あ
り
、
土
地
利
用
全
体
、

村
全
体
で
考
え
て
い
く
。

問　
森
林
所
有
者
の
意
向

を
確
認
し
、
公
有
林
と
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
。

農
林
課
長　
山
林
所
有
者

の
意
思
を
調
査
し
、
自
然

環
境
を
守
り
、
民
有
林
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　
令
和
５
年
12
月
13
日

空
き
家
法
改
正
に
よ
り
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
特

定
空
家
に
該
当
す
る
恐
れ

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
空

家
を
「
管
理
不
全
空
家
」

と
認
定
し
、
所
有
者
に
対

し
て
市
区
町
村
長
が
必
要

な
措
置
を
と
る
よ
う
指
導

及
び
勧
告
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長　
管
理
不

全
空
き
家
、
特
定
空
き
家

の
調
査
を
行
い
、
空
き
家

の
有
効
活
用
を
含
め
、
空

き
家
対
策
計
画
を
策
定
す

る
。

部局連携

■問
安
全
で
安
心
な
水
環
境
を

■答
村
全
体
で
考
え
て
い
く
課
題

■問法改正による空き家対策は
■答空き家対策計画を策定する

問　
地
球
温
暖
化
計
画
で

は
、
２
０
５
０
年
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
達
成
に
は
、
森

林
吸
収
量
が
関
係
す
る
。

部
局
横
断
的
な
対
策
を
。

建
設
水
道
課
長　
担
当
課

で
整
理
し
、
検
討
す
る
。

13
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各地に学ぶ。 村にどう生かす？
■官民複合施設オガール紫波（岩手県紫波町）

■防災・減災への取り組み（宮城県南三陸町）

総務産業常任委員会� 令和５年11月８日～10日
岩手県紫波町、宮城県南三陸町

議会運営委員会� 令和６年１月15日～16日
岐阜県可児市、川辺町、白川町

オガール（紫波中央駅）

南三陸町震災復興祈念公園

■ICT導入と住民の参加（可児市）

可児市の議会中継システム

　南三陸町は災害を未然に防ぐ「防災」から、被害を最
小化する「減災」にシフトし、耐震化等の対策による被
害の軽減に加え、防災教育の徹底など「人命尊重を最重
視した対応」を基本とした。参考となったのは、「災害
時職員初動カード」を配布していることで、それぞれの
職員が災害時に取るべき行動を常に確認することが出来
る。組織体制を定め、初動体制や集合場所等をルール化
している。

　官民共同一体の複合施設で10.7haの住宅供給公社
の塩漬土地を町が購入し開発をした。JR駅も紫波町
が誘致、電柱の地中化などで施設内は広く整理されて
いる。木質チップ焼却の熱はオガール全体に供給され
ている。役場、商店、一般住宅、図書館、保育園、体
育施設などの官民複合施設。参考にしたいのは地元に
よる施工、資金の調達、地域内再投資など工夫し身の
丈に合った運営をしていること。

　全国でも先進的な取り組みを行っている可児市議会で
は、議会運営の効率化と透明性向上のため ICT を積極
的に導入。タブレット端末によって議案の迅速な共有と
アクセスを可能とし、紙資源の節減にもつながってい
る。さらに子ども議会・中学生議会・高校生議会・ママ
さん議会・地域懇談会など幅広く住民参加の機会を設
け、その意見を議会の政策提言に反映させるなど住民に
開かれた議会づくりがなされている。
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各地に学ぶ。議会視察報告

社会文教常任委員会� 令和６年２月７日～９日
千葉県松戸市、一宮町、睦沢町、鴨川市、南房総市

広報広聴常任委員会� 令和６年２月１日～２日
三重県四日市市、鳥羽市

■�０歳から15歳までの保幼小中一貫教育と完全米飯給食（南房総市）

栄養士さんのお話を
伺いながら米飯給食を
いただきました。

■広聴活動の取り組み（四日市市、鳥羽市）

よっかいち市議会
だより「#こども号」

■子どもたちの交流（表敬訪問・一宮町）

　積極的に意見交換会を開催している四日市市「シティ
ミーティング」、鳥羽市「TOBA 未来トーク」ともに
テーマの募集から政策に反映するまでの役割がマニュア
ルやフロー図で公開され、情報共有されている。子ども
向けの広報活動、委員会調査・意見交換会のテーマ募集
などは村にも活用ができる。今後「議会の見える化」を
進め、広報広聴活動が住民の皆さんの暮らしに反映でき
るよう取り組んでいく。

　「保育・教育に係る経費は投資である」、「南房総のす
べての資源を活用して子ども達を育てる」という考えの
もと、民間や地域住民と連携しながら教育行政が積極的
に進められている。給食では「“無償化”
よりも“美味しく、シッカリとした食事
の提供”」を掲げ、地元農家とも密に
連携して和食中心の完全米飯給食を
提供している。子ども達の「食」に向き
合う姿勢は村でも取り入れていきたい。

　児童生徒が様々な地域の人と交流することは、異なる地域について知るだけでなく、自分の住んで
いる地域を見つめ直し、その良さを再発見することにもつながる。海のある町と山のある村でそれぞ
れの特色を活かした交流を進めていければ、と意見交換を行った。今後、子どもたちのオンライン交
流などからスタートできたら良いのでは、と考える。
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議
会
だ
よ
り

議会だよりへのご意見をお寄せください

よりよい議会だよりづくりのため、
皆さんのご意見を聞かせてください。

こちらから▶

議会の傍聴にお出かけください
次の定例会は

８月30日（金）
開会予定です

・�役場２階総務課前で受付後、傍聴
席にお越しください。

・�会期中は委員会の傍聴もできます。
［�問い合わせ］�
議会事務局　☎0266-79-7951

　
今
号
も
住
民
の
み
な
さ
ま
の
笑
顔
が
表
紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

素
敵
で
す
ね
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
定
例
会
の
審
議
結
果
や
一
般
質
問
の
内
容

を
載
せ
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
「
固
い
」
誌
面
に
な
り
が

ち
で
す
。
必
要
な
情
報
を
届
け
な
が
ら
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
に

読
ん
で
い
た
だ
き
や
す
い
誌
面
に
な
る
よ
う
、
初
心
を
忘
れ
ず

編
集
作
業
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
表
裏
表
紙
に
住
民
の
み
な
さ
ま
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
企
画

は
私
の
お
気
に
入
り
で
す
。
毎
号
、
素
敵
な
笑
顔
に
心
が
弾
み

ま
す
。
取
材
に
も
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
を
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
取
材
し
て
欲
し
い
！
と
い
う
リ
ク

エ
ス
ト
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
お
気
軽
に
議
会
だ
よ
り
へ
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ね
。�

（
小
松
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
宮
坂　
早
苗

副
委
員
長　
佐
宗　
利
江

委　
　
員　
芳
澤　
清
人

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
小
松　
志
穂

寺本 博明さん

芳
澤
　
中
新
田
盆
栽
山
野
草
愛
好
会
は
ど
の
く

ら
い
の
歴
史
が
あ
る
の
で
す
か
。

森
山
さ
ん
　
昭
和
50
年
に
仲
間
と
４
人
で
始
め

ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
は
47
人
の
会
員
が
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
10
名
で
す
。

森
山
　
寺
本
さ
ん
は
定
年
後
に
移
住
し
て
こ
ら

れ
た
の
で
す
ね
。

寺
本
さ
ん
　
定
年
後
の
移
住
先
と
し
て
岐
阜

県
、
静
岡
県
、
山
梨
県
な
ど
も
見
て
回
っ
た
の

で
す
が
、
も
と
も
と
山
が
好
き
で
、
特
に
八
ヶ

岳
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
地
を
選
び
ま

し
た
。
移
り
住
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
愛
好
会
に
加
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

芳
澤
　
山
野
草
の
魅
力
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で

す
か
。

森
山
さ
ん
　
春
先
の
芽
吹
き
が
い
い
ん
で
す

よ
。
冬
を
越
し
た
株
か
ら
新
し
い
芽
が
出
て
く

る
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
盆
栽
は
形
に
な
る
の

に
10
年
以
上
か
か
り
ま
す
が
、
山
野
草
は
３
年

く
ら
い
す
れ
ば
増
え
て
分
け
ら
れ
る
の
も
い
い

で
す
ね
。
丁
寧
に
見
て
あ
げ
れ
ば
育
っ
て
く
れ

る
し
、
手
を
抜
け
ば
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
１
日
２
回
の
水
や
り
は
欠
か
せ
な
い
の

で
、
旅
行
に
い
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
（
笑
）。

寺
本
さ
ん
　
冬
は
１
週
間
に
一
度
か
10
日
に
一
度

水
を
あ
げ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
凍
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
、冬
越
し
が
一
番
難
し
い
で
す
ね
。

森
山
　
周
囲
に
お
仲
間
が
い
る
と
い
う
の
は
い

い
で
す
ね
。

寺
本
さ
ん
　
私
は
の
ん
び
り
過
ご
そ
う
と
思
っ

て
こ
ち
ら
に
移
住
し
て
き
た
の
に
、
周
囲
か
ら

「
農
業
や
っ
て
み
た
ら
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

て
、
気
が
付
い
た
ら
足
を
突
っ
込
ん
で
い
ま
し

た
（
笑
）。
ズ
ッ
キ
ー
ニ
か
ら
始
め
て
現
在
は

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
主
体
で
す
が
、
こ
れ
ら
も

（
愛
好
会
の
）
森
山
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

芳
澤
　
山
野
草
を
長
く
育
て
て
来
ら
れ
る
中
、

村
の
自
然
環
境
は
変
わ
り
ま
し
た
か
。

森
山
さ
ん
　
気
温
は
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ

の
た
め
ハ
ウ
ス
の
中
に
風
が
通
る
よ
う
に
し
た

り
、
寒
冷
紗
を
か
け
て
日
除
け
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

春
先
の
芽
吹
き
を
迎
え
る
喜
び

森山 茂美さん

芳澤 清人 議員　 森山 岩光 議員　

議員が訪ねてお話を伺いました

て
せ
か
き


